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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工

業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済

産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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新技術及び新製品開発プロセスのための 

統計的方法の応用－ロバストパラメータ設計（RPD） 

Applications of statistical and related methods to new technology and 

product development process-Robust parameter design (RPD) 

 

序文 

この規格は，2014 年に第 1 版として発行された ISO 16336 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

ロバストパラメータ設計（RPD）（以下，パラメータ設計という。）は，技術開発又は製品設計の段階で

活用し，製品の機能のロバストネスの評価を基にして設計パラメータの最適値を求める方法である。ロバ

ストネスの評価は，製品ライフサイクルで生じる全損失を考慮して行う。全損失は，製品ライフサイクル

の各段階で生じるコストと損失とから成り立っている。すなわち，全損失とは，生産段階，使用段階及び

廃棄段階での全てのコストを含めた損失の総和である。 

製品がロバストでなければ，出荷されてから廃棄されるまでの使用期間の中で，機能のばらつきによっ

て品質が低下し，結果としてその製品からは，多くの環境的及び社会的な損失（製造業者及び使用者に対

する損失を含む。）が生じる。製品の供給業者には，製品の欠陥に起因した損失及び損害が生じないように，

ロバストな製品を市場に供給する責任及び義務がある。 

製品の設計段階でパラメータ設計を適用する目的は，その製品の使用中に生じる可能性がある欠陥，故

障及び品質問題の予防である。パラメータ設計の結果としてのロバストな製品とは，欠陥，故障及び品質

問題で生じる使用者の品質損失を最小にするように設計された製品である。留意する点は，欠陥，故障及

び品質問題は，製品の機能のばらつきによって生じるということである。パラメータ設計では，製品の設

計パラメータを制御因子として扱い，更に，ノイズ因子の存在下でのロバストネスを評価することで，こ

の設計パラメータの最適値の選択を可能にする。パラメータ設計を開発段階及び設計段階で用いれば，製

品を使用環境の下でロバストにする最適な製品の設計を決めることができる。 

製造段階で，製品の供給業者は製品仕様と合致した製品を製造する。また，仕様に合致する製品を生産

するために製造工程を最適化することができる。しかし，使用環境，製品劣化などに対するロバストネス

は，製品設計の段階でしか確保できない。 

パラメータ設計の方法論は，設計条件の決定を通じてロバストネスを実現する有効な方法を与え，それ

は，市場での多様な損失に対する予防的な対策となる。 

実際，多くの欠陥及び故障は，使用環境，劣化，製品のばらつきなどのノイズ条件の変化によって，製

品の特性が目標値から外れたり，又は目標値の近傍で変化したりすることによって生じている。市場での

損失は，製品特性のばらつきの大きさに比例して大きくなるため，ノイズによる製品特性のばらつきをロ


